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北広島町
ＮＴＴビジネスソリューションズ株式会社

北広島町にて道路設備点検のDX化実験を開始
～簡易カメラと画像認識AI の活用による設備点検の省コスト化にむけて～

北広島町（町長：箕野 博司）、ＮＴＴビジネスソリューションズ株式会社（代表取締
役社長：上原 一郎、以下ＮＴＴビジネスソリューションズ）は道路設備の点検業務の省
コスト化を目的として、簡易カメラによる画像取得と画像認識AI※による設備点検に関す
る社会実験（以下、本実験）を開始します。
なお、本実験で用いる画像認識AI※は日本電信電話株式会社 アクセスサービスシステム

研究所（以下ＮＴＴ AS研）が構築した技術であり、簡易カメラによる画像取得について
は株式会社ＮＴＴフィールドテクノ（以下ＮＴＴフィールドテクノ）が技術支援を実施し
ます。

１．背景
老朽化が進んだこれらの点検・補修には今後、非常に多くのコスト負担が予測され、自

治体にとって大きな課題となっています。そこで、社会インフラ設備の維持管理業務を
DX化することで省コスト化し、住民が安心して暮らせる持続可能な社会の実現をめざ
し、北広島町、ＮＴＴビジネスソリューションズ及びＮＴＴ AS研の３者による共同実験
協定の締結および本実験を実施することとなりました。

２．本実験の概要
本実験では、北広島町が管轄する町道を、簡易カメラを取り付けた車両で走行し、沿道

の画像を取得します。その後、取得画像から画像認識AI※を用いて、標識とガードレール
の沿道設備ならびに、当該設備の錆を自動検出し、設備点検を行います。
なお、車両は北広島町が町内巡回等に用いる公用車、およびＮＴＴ西日本グループが所

有する普通自動車を使用し、簡易カメラは市販のデジタルカメラを用いて、沿道を動画で
撮影します。
本実験を通じて、人手を増やすことなく点検業務を実施する「ながら点検」の実現をめ

ざしており、町内巡回等の点検業務以外で走行した車両で取得した画像から、画像認識AI
により設備の状態を把握することが可能なため、点検業務に必要な人的稼働のコスト削減
が期待できます。



※ 日本電信電話株式会社による報道発表技術「画像認識AIを用いて社会インフラ設備の錆を高精度に検出」

URL(https://group.ntt/jp/newsrelease/2022/05/16/220516a.html)

３．各社の役割
・北広島町：車両走行ルートの設定、設備状態の事前把握、車両走行
・ＮＴＴビジネスソリューションズ：撮影機材の用意・車両への設置、車両走行
・ＮＴＴ AS研：画像認識AI による設備と錆の検出、評価
・ＮＴＴフィールドテクノ：北広島町、ＮＴＴビジネスソリューションズへの技術支援

４．今後の予定
・2022 年 8 月末まで 車両による画像取得
・2022 年 9 月末まで 取得画像から画像認識AI※による設備と錆の自動検出の評価
・2022 年 10 月末まで 簡易カメラと画像認識AI※による点検業務DX化の有効性の評価

５．本件に関するお問い合わせ先
北広島町
総務課DXチーム （担当：大本・小川）
Mail：dxteam@town.kitahiroshima.lg.jp

ＮＴＴビジネスソリューションズ
広島ビジネス営業部 バリュービジネス推進担当（担当：坂田・福田・中城）
Mail：vbeigyo1@west.ntt.co.jp


